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 ～2026年度県央エリア年間テーマ～ 「より商品を知り、作る人と利用する人の想いをつなげよう！」

＼ 4月より大和センターにセンター長として着任しました
／

「中野大輔（なかのだいすけ）」と申します。

大和センターは2010年度に供給リーダーとして在籍していました。

当時は東日本大震災が発生し、日本中が不安の渦中にあった中、配送時には組合員

さんから暖かい言葉をたくさんいただいた思い出深い時期でした。

　前任の水谷センター長の良い事を継承しながら、

地域とのつながりを広げていけるようなセンター運営をしていきたいと思います。

産直米の杵つき切りもち
食べたことある？

私たち県央エリアの、今年度の交流産地は、JAいわて花巻です。

そこで収穫された「ヒメノモチ」を10 0%使用し、

餅つきと同じ状態になるように、オリジナルの機械で作っている工程を

製造元の株式会社たかのから説明していただきました。

「“つき”と“ひねり”を丹念に繰り返す」

「異物を取り除く過程がなんどかある」

「もち米から作ると食味がよい」

「UV殺菌は最低限にし、黄色くなったり

匂いがでないようにしている」

などをお聞きして、おいしさに納得しました。

また、全農パールライス株式会社から、

JAいわて花巻「岩手ひとめぼれ」のおすすめもありました。

花巻東和地区は、盆地特有の昼夜の寒暖差の大きさが、米作

りにいい影響を与えています。

今年から予約登録米に加わりました。

米穀情勢にも触れられました。今年は民間の在庫量が豊富で

すので、売り切れなどの心配はありません。どうぞ安心して

お買い求めください。

　パルシステムでの米の販売量は、8割が予約登録米で、

有機米を扱っている量は、全国でもトップクラスとのです。
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